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1. はじめに 
その6では、既往の研究1)で設定した耐荷機構の検証の

ための部分架構実験と、実験結果に基づいて行った復元

力特性の考察について述べる。これまでの研究の成果と

して、水平力を受けるフラットプレート架構の耐荷機構

は、図１に示すように柱側面で柱幅より大きな幅を持つ

ねじりスラブと、それに連なる曲げスラブからなり、接

合部の曲げ耐力は曲げスラブの曲げ耐力とねじりスラブ

のねじり耐力の小さいほうで決まる。このため、スラブ

直行方向の幅は、ある程度の大きさ以上になると耐力に

寄与しなくなる。 
2 部分架構実験 

試験体は、実際の約 1/2.24 縮尺で構成されるものであ

る。試験体概要を図 2 に示す。既往の研究 1)2) の No.3 試

験体に対し、加力直行方向のスラブ幅が 1.5 倍となってい

る。使用した材料、加力方法、計測方法はその 5 の T 型

試験体と同様である。 
試験体は１/500 サイクルで曲げひび割れが発生し、

1/200 サイクルでねじりひび割れが発生した。さらに１

/100 サイクルで柱から放射状にひび割れが発生した。そ

して、1/33 サイクルではねじりひび割れ、曲げひび割れ

が顕著になった。No.3 との顕著な違いは見られなかった。 
図 3 に水平力－変形関係を No.3 と合わせて示す。No.3

に比べ 2 割程度耐力が高くなっている。図 4(a)にスラブ長

さ方向の図 2 に示した B,C,D,E 列における、各サイクルの

最大変形時の歪分布を示す。C,D 列ではねじりスラブ中の

歪量が大きく、ここで降伏している。これにより、本試

験体ではねじり降伏により耐力が決まったことがわかる。

図 4(b)に柱幅内のスラブ直行方向の鉄筋の歪分布を示す。

歪の値は小さく、柱幅内のスラブ直行方向鉄筋は、ねじ

り耐力にフルには寄与していないことがわかる。 
3. 復元力特性の検討 

既往の研究に習い、耐荷機構モデルを図 5 のように設

定した。柱側面のスラブを有効幅のねじりスラブに置換

し、柱前後面のスラブを柱幅の仮想梁、ねじりスラブ前

後のスラブを単位幅（鉄筋間隔とした）の分割仮想梁に

置換した。曲げスラブの復元力は既往の研究と同じとし

た。ねじりスラブのねじりモーメントは柱側面のねじり

力（図 5a）と柱前後面のせん断力（図 5b）により柱に伝
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図１ 耐荷機構の模式図 

図 3 水平力―水平変形関係
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図2 試験体概要 
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達される。このねじれスラブの復元力を、既往の研究及

びその 5 の結果に基づき、以下のように設定した。 
1. 柱側面のねじりで伝わるねじり力に対し、有効幅

500mm でねじりのひび割れ後の剛性 K1 を計算する。 
2. 柱前後面のせん断力で伝わるねじり力に対し、有効幅

を柱成の3倍とした800mm でねじりのひび割れ後の剛

性 K2を計算する。K1+ K2をひび割れ後の剛性とする。 
3. ねじりの耐力は、柱せい部分のねじりスラブ (幅

270mm)間の直交方向鉄筋は、定着が十分でないので

耐力の1/2有効とし、幅800-270mm 間の直交方向鉄筋

はフルに働くとして、既往の研究のねじり耐力式を用

いて算定した。 
こうして設定した曲げとねじりスラブの復元力を用いて

算定した水平力―水平変形関係を試験結果の包絡線と合

わせて図 6 に示す。実験結果と解析結果は良い対応を示

している。 
 一方、その 5 に示した T 型接合部である No.7 について

も同様のモデルを用いて算定したものを同図中に解析１

として示す。耐力と途中の剛性に相違が見られる。T 型

接合部は、一端は曲げスラブの拘束によりねじり力を受

けるが、他端はフリーであり、中央から端部までは耐力、

剛性に寄与しないと考えられる。そこで、曲げスラブに

連結する側のねじりスラブのみが耐力、剛性に寄与する

ものとして解析したものが、解析 2 である。実験結果と

良い対応を示している。 
4. まとめ 
 柱側面で伝達されるねじりモーメントと、柱前後面の

せん断力によるねじりモーメントを適切に考慮する事で、

比較的良い精度でフラットプレート接合部の復元力特性

を推定できる。T 型接合部においては、自由端の評価を適

切に行う必要がある。  
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図 5 耐荷機構モデル 
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 (a) 加力方向曲げ補強筋 (b)加力直交方向鉄筋 
図4 鉄筋歪分布
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図 6 水平力―水平変形関係 
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